
ヤ
ド
リ
ギ
っ
て
ど
ん
な
植
物
？

　

ヤ
ド
リ
ギ
は
ほ
か
の
樹
木
の
枝
に
根
を
差

し
込こ

ん
で
養
分
や
水
分
を
奪う

ば

う
寄
生
植
物
で

す
。
た
だ
し
ヤ
ド
リ
ギ
自
身
も
光
合
成
を
し

て
養
分
の
一
部
を
自
給
し
て
い
ま
す
。
樹
木

の
枝
や
幹
に
寄
生
す
る
植
物
は
世
界
の
熱
帯

か
ら
温
帯
に
約
千
種
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
も
六
種
が
分
布
し
、
そ
の
中
で
ヤ
ド

リ
ギ
は
最
も
北
に
ま
で
分
布
す
る
種
で
す
。

　

種
と
し
て
の
ヤ
ド
リ
ギ
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
の
温
帯
に
広
く
分
布
し
、
い
く
つ
か
の
亜あ

種し
ゅ

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平

野
部
に
分
布
す
る
の
は
白
い
実
が
な
る
セ
イ

ヨ
ウ
ヤ
ド
リ
ギ
と
い
う
亜
種
で
す
。
淡た
ん

黄こ
う

色し
ょ
く

の
実
が
な
る
日
本
産
の
ヤ
ド
リ
ギ
は
中
国
や

朝
鮮
半
島
と
共
通
の
東
ア
ジ
ア
亜
種
で
、
国

内
で
は
北
海
道
か
ら
九
州
に
か
け
て
分
布
し

ま
す
。
な
お
ヤ
ド
リ
ギ
は
雌し

雄ゆ
う

別べ
っ

株し
ゅ

で
、
実

が
な
る
の
は
雌め

株か
ぶ

だ
け
で
す
。

　

日
本
産
の
ヤ
ド
リ
ギ
が
寄
生
す
る
相
手（
ホ

ス
ト
と
い
い
ま
す
）
は
す
べ
て
落
葉
広
葉
樹

で
す
。
本
州
中
部
以
南
の
平
野
部
で
は
ケ
ヤ

キ
や
エ
ノ
キ
、
そ
し
て
サ
ク
ラ
な
ど
の
バ
ラ
科

樹
木
に
寄
生
す
る
例
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

山
地
や
北
日
本
で
は
ナ
ラ
類
や
ブ
ナ
、
シ
ラ

カ
バ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
に
よ
く
寄
生
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
代
表
的
な
例
で
、

ヨーロッパには「クリスマスにヤドリギの下でキスすると幸せにな
る」という言い伝えがあり、万葉集にも詠

よ

まれた植物。ヨーロッ
パから日本まで分布し、その不思議な生態ゆえに人々を引きつけ
てきたヤドリギを観察してみましょう。

尾
お

崎
ざき

 煙
けむり

雄
お

千葉県立中央博物館

落葉樹に宿る
ヤドリギを探そう！

今日から始める

ヤドリギと
間
ま

違
ちが

いやすいもの

冬に目立つヤドリギ。この写真では大きなケヤキに１０個体ほどのヤドリギ
が寄生している。ヤドリギは大きな株では直径１ｍほどになる。

ヤドリギと間違いやすいもの、その１。カラ
スの巣。ヤドリギと違って、必ず枝のまた
の部分にある。

ヤドリギと間違いやすいもの、その２。てん
ぐ巣病。拡大して見れば、ヤドリギと違っ
て無秩序に分枝しているのが分かる。



ほ
か
に
も
多
様
な
落
葉
広
葉
樹
が
ホ
ス
ト
に

な
り
ま
す
。
ホ
ス
ト
が
落
葉
す
る
冬
は
、
常

緑
性
の
ヤ
ド
リ
ギ
が
目
立
つ
た
め
観
察
の
適

季
で
す
。
多
く
の
場
合
、
一
本
の
ホ
ス
ト
に

数
〜
十
数
個
体
の
ヤ
ド
リ
ギ
が
寄
生
し
て
い

ま
す
が
、
時
に
は
百
以
上
も
寄
生
す
る
例
も

あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
多
く
寄
生
さ
れ
る
と
ホ

ス
ト
が
枯か

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
た
い
て

い
は
共
存
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

冬
に
ヤ
ド
リ
ギ
を
探
す
と
、
レ
ン
ジ
ャ
ク

類
に
出
合
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ヤ
ド
リ
ギ

が
多
い
場
所
と
ま
っ
た
く
見
つ
か
ら
な
い
場

所
が
あ
る
こ
と
に
も
気
が
付
く
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
落
葉
樹
に
し
か
寄
生
し
な
い
の
は
、

ヤ
ド
リ
ギ
が
冬
季
に
光
合
成
す
る
こ
と
が
重

要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ヤ
ド
リ
ギ
の
生

態
に
は
ま
だ
多
く
の
謎
が
あ
り
ま
す
。
ヤ
ド

リ
ギ
を
見
つ
け
た
ら
、
皆
で
地
図
に
記
録
し

た
り
、
一
年
を
通
じ
て
観
察
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

ヤドリギの実に
ある５つの黒い
点は何でしょう？
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ヤドリギの実には種子が１個入って
いて、鳥のフンに混じって散布され
るが、地面に落ちたら生きられな
い。粘着性のある種子が上手くホ
ストの枝にくっつくと写真のように
発芽して緑色の胚軸（はいじく）
を伸ばし、吸盤状になった先端部
から寄生根を侵入させる。ただし、
寄生の成功率は決して高くはない
ようだ。

ヒヨドリなどもヤドリギの実を食べるが、冬鳥のヒレンジ
ャクとキレンジャクがこの実を好み、最も種子散布に貢
献しているようだ。ヨーロッパではヤドリギツグミという鳥
がセイヨウヤドリギの実を好むことが知られている。
写真はヒレンジャクがねばねばしたフンを出しているとこ
ろ。（写真：梶野敬二）

どうやってそんなところに

ヤドリギに寄生されたケヤキの枝の
断面。枝の中心に向かってくさび
状に伸びているのがヤドリギの寄
生根。寄生根がホストの枝に錐（き
り）のように食い込んで行くという
よりは、ホストの組織が寄生根を
包み込むように肥大しているように
見える。

ヤドリギの枝はふつう毎年2分岐し、枝先
に１対の葉が付く。３月ごろ枝先に小さな
花が３つ咲き、雌株であれば翌冬に直径
７㎜程の実が淡黄色に熟す。

本州の山地には落葉広葉樹に寄生する
別種のホザキヤドリギが分布する。ホザ
キヤドリギ自身も落葉性だが、冬になると
鮮やかな黄色の実が目立つ。

アカミヤドリギ（亜種ヤドリギの中の品種）
は実が赤く熟し、北日本に多く見られる。
深紅から黄色に近い橙色まで赤味の強さ
には幅がある。

ヤドリギの仲間の実


